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Q11a ALMA ACAによるガンマ線超新星残骸W28の観測（１）
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超新星残骸 (SNR)に付随する分子雲は, 被加速宇宙線陽子の標的陽子として機能し, 陽子起源ガンマ線を放射
する. 衝撃波に十分曝された分子雲は数 10 km s−1の輝線幅増加がみられ, しばしば 1720 MHz OH maserを放
射する. 一方, 宇宙線の分子雲内部への拡散浸透過程や, maser放射の物理条件については, 多くの理論研究が展
開されながらも, 観測的制約はほぼ皆無である. W28は年齢∼3万年, 距離∼1.9 kpcのmiddle-aged SNRである.
数 10 km s−1の輝線幅を持つ分子雲や 1720 MHz OH maserが付随しており, TeVガンマ線も検出されているこ
とから, 衝撃波相互作用や宇宙線加速を探るうえで最適である. 一方, CO輝線の角度分解能の制約から, 分子雲
を sub-pc scale で空間分解することはできていなかった. 今回我々は, ALMA ACAを用いたCO(J = 2–1)輝線
の広域・高角度分解能観測 (∼5.7′′または∼0.05 pc) を実施したので報告する (PI: H. Sano). 本講演では, W28
北東部の Cloud Fに注目する. 結果として Cloud Fを幅 ∼0.1 pcのフィラメント状構造に空間分解した. この
方向に位置する数十個の 1720 MHz OH maserは全て, 空間および速度方向における CO強度ピークに沿って分
布していることがわかった. OH maserは散漫な分子雲から放射されるのではなく, 非常に密度の高い局所的なポ
イントから放射されたとみられる. さらに, 0.1 pc という細いフィラメント幅は, GeV/TeV宇宙線陽子がどちら
も十分に浸透できる長さであり, ガンマ線放射のスペクトルに鑑みても矛盾しない. 以上を踏まえて本講演では,
W28 Cloud Fにおける 1720 MHz OH maserとガンマ線の放射機構について論じる.


